　山村プロジェクト多点調査計画
1. 多点調査でおもしろい結果が出そうか不明点が多いので、広域調査と詳細調査に分けて実施する。

2. 広域調査は、たとえばバラム川において50村(イバン20、カヤン10．ケニャ10、その他(狩猟採集民含む) 10をおこなう。基本的に村長1人に聞ける迅速調査とする。調査項目は添付の通り。実際に行う前にもちろんテストをする。
3. 広域調査の結果をみて、面白そうな村を15村ほど選び、やや詳細な調査をおこなう(全戸調査あるいは抽出調査)。対象世帯30世帯／村

4. おもしろい結果が出そうな場合、ラジャン川でも同様の調査を行う。

スケジュール

2008年8月に調査者がその時に決定していたとして。

2008年8月1日－15日：日本研究者が調査者との打ち合わせ、広域踏査、質問票テスト、採集質問票作成

2008年8月15日－10月１日：調査者による調査完了。3村／日×20日程度
2008年10月1日－10月15日：調査者による集計

2008年10月15日－10月30日：詳細調査村決定(日本)
2008年11月1日－11月10日：日本研究者が調査者と打ち合わせ。いくつかの村で質問票テスト、質問票完成

2008年11月10日－2009年1月15日：調査者による詳細調査完了。3日／村×15村＝45日程度
2009年1月15日－2月28日：調査者による結果集計、日本研究者へ結果引き渡し
2009年度は同様にラジャン調査

懸案事項

・調査をできる調査者がいるのか？

・調査許可は？

暮らしの変化


食事25、33


過疎化、人口増６，７、13


宗教９


出稼ぎ22、26、27、29


教育10


電気、ガス、電話17


重要な生業22、23、26、27


林産物利用33





村内の土地利用の変化


換金作物栽培の盛衰22、23、32


休閑農業の盛衰29、30、31


農業近代化30、31、32，33、


森林保全28、32





村を取り巻く変化


道路・インフラ17、18、19


開発（伐採、プランテ造成）16、20、21


都市発展19








